
野洲市MIZBEステーションかわまちづくりエリアの目指す将来像（案）

市民とともにつくる、人と自然の好循環を育む『学び』の拠点

野洲市MIZBEステーションかわまちづくりの目指すところ

①自然

野洲川の自然に学ぶ

②交流

市民の交流
市外の人との交流

③防災

日常時も非常時も
防災の拠点

野洲川MIZBEステーション

企業

人と自然の好循環を育む『学び』の拠点

活動団体

行政

企業寄付等によるプロジェクト支援

企業

行政施策としての予算確保

行政

実現することで起こしたい変化

①
野洲川が市民の憩い・

交流の場になる

②
市民が学び合い活躍の

場になる

③
市民も市外の人も野洲
の魅力に出会える機会

ができる

④
防災のハードとソフト

の機能が充実し
安心安全で住み続けた

いまちになる

⑥
多様なステークホル
ダーの関わりにより持
続可能な運営ができる

⑤
高専との連携による学
びの場として、地域の
人材育成の拠点になる

①
野洲川での学びで成長する

（老若男女）

②
得意を活かした学びプログラム
（市民・団体・企業・高専生）

③
まちの一員として運営に参画する
（市民・団体・企業・高専生）

高専生

子ども 市民

継続的な運営を支える仕組み
（企業集積を活かす仕組み）

行政課題の解決
（行政予算の投入）

【参考：企業版ふるさと納税】
国の認定制度を受けた地域再生計画に位置付け
られる地方公共団体の地方創生プロジェクトに
対して、寄付を行った場合に税制上の優遇措置
が受けられる制度
・通常寄付：全額損金扱い、約３割の税が減免
・企業版ふるさと納税：約６割について法人関係
税から税額控除 （通常の寄付と合わせて、最大
で寄付額の9割が軽減される）

・公園緑地
・自然・環境
・学校教育
・生涯学習・スポーツ
・子育て
・健康・福祉（高齢者、障害者） 等

資料４


